七夕 by 倉谷 寛
今月の話題 N016 
信たなばTこ蓼
夏の星といえぽ，改さ思いうかぷのがワ月ワB の七夕祭りでしよ
う。暑叶譴如夢をたくし，願いごとを書いたたばぐぎ竹⑳克：：：
つるして行われる星祭りは， 今から1200 年前にとなり外中国から伝
わったもので手とこうで， 7 月ワ日といえばまだ梅雨吋畏中で》
ほとんど星が見えない時期です。かリに嘱れていても天0) 1( 胡乗
叶空し造奴七夕硯星もあまり懃忠・たがしません。でばなぜこo,d-
うな時遠祭りを行うのでしょう力＼。それ(<j 昔紛器（ 旧暦）と今の
暦（新暦）吋勘：：約1ケ翔認濯れ加麟からなので可。旧暦吋7
月7 日にあたる日を新暦でしらべてみま可と8月になりま可。旧暦
,a今の唇O'lcf うi:IE 遣でばながった0 で七夕の日を今の暦にあて
ほめてみると 8月上旬のこともあれば，下旬になることもあり迂す。
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昔の固⑳懃睾琴らべてみま可と） 七夕l諏磯環に入ってお
りま可。たとえば芭蕉の句,: 「七夕や秋を定むる夜のはじめ」とよ
疇｀のがありま尋｛七夕芝むかえる頃になると，日中ほ暑くても
夜の空気旧涼しく なって秋の譴t況惑じられることを表ゎしていま
す。諏秋が8 月ry・I'"'-, 星を眠めながら登
厨うつり変わりき改くとらえていたと思われま芍。
このようなことから考えると！今吋唇でlei 1吋月おくれの8 月ワ
日の方が本釆の七夕に近いこと（：：なりま芍。また，こ卯頃（こむると
天候も落ちついており，天(})JI lも高く昇っていま平ので，おりひめ
とけん牛磁勤浪く見え迂可。
七夕のお詰でld:7 日の夜（：：，けん午は一年一度だけ天の川を衰っ
て，おり区以透うことができることになっ ているので都心突際
釦恥世界で（芍おりひめ星の切池癖（ミとどくのに2G 年。また， t了
訪＼力＼っ て私たちの目にとどいています。あ‘たがい
凶兎轄はけん午が光の速さで走";;:>て心おりひめのところに行くの
に1f"J 滓ヵ＼力＼翠 I謀けていまず 月0) なぃ夜街あかり o,11/' な（咬F
外へ出ると，天の川とその西と乗に光る七夕の星が美しく昧められ
ま可。 詢語り芝悪い出して夏の夜のひとときをすご可のも楽しみな
ことでしょう。 (H. K) 
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